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■■本提言の要旨■■ 

 

 

提   言 

  

  提言１：開業医定員制度の導入 

  提言２：過疎地域の勤務医に対する待遇の改善 

  提言３：医師確保に向けた地域医療ビジョンの策定 

 

課   題 

 １．医師を過疎地域に配置させることができないか 
 ２．過疎地域に従事する医師の待遇改善を図れないか 
 ３．医師が「住民」として定着できる環境整備の必要性 

現    状 

  Ⅰ．全市町村の45%が過疎地域 
  Ⅱ．過疎地域では人口あたりの医師数が全国より4割少ない 
  Ⅲ．医師数は増加傾向にある 
  Ⅳ．しかし、分布には大きな地域偏在がある 


